
（別紙３）

～ 2025年　5月　20日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 2025年　5月　1日

（対象者数） 5 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

少人数という事を活かし、家族参加型の外出行事などをプロ

グラムに取り入れていきたい

2

地域の催しなどに積極的に参加し、地域住民や子どもとの交

流機会を増やしていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

少人数なので、一人ひとりに対して支援が行える。 ・支援プログラム主導ではなく、子どものその時々の思いを優

先して活動している。

・「遊び」の中から課題や可能性を見出し、支援に繋げるよう

に意識している。

市内中心地ではあるが、近隣に公園や緑地帯も多く、外での活

動が多く出来る

・雨天時も高架下の遊歩道などで散歩や簡単なボール遊びを行

えている

・公園等への移動の際に交通ルールなどを教えるようにしてい

る。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

2025年　4月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　5月　27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 はいはい（児童発達支援）

○保護者評価実施期間
2025年　4月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


